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長野県立美術館

2024 年の第Ⅲ期では、「公開制作 vol.4 原田裕規 ドリームスケープ」の連動企画として「もうひとつの風景」

（ゲストキュレーター ： 原田裕規） を開催します。

原田裕規は、人々にあまり注目されることのない、とるにたらないと思われるような視覚文化をモチーフに、

テクノロジー、 リサーチ、 パフォーマンスなどを駆使して作品を制作しています。 近年は 「ドリームスケー

プ」 という名称でインターネットを中心に流行しているデジタル風景表現についても着目し、 制作に取り入

れてきました。

本展では、 長野の風景表現作品を多く収蔵する当館のコレクションポリシーに関心を持った原田が、 県内

をリサーチし、 作家や作品を知る中で得た知見から導き出された考察を元に 「もうひとつの風景」 と題し

て紹介します。

信州出身の作家たちや、 信州の風景が描かれた作品を中心に形成された長野県立美術館のコレクション

から、 一年を通して、 洋画、 日本画、 工芸等さまざまなジャンルの収蔵品を展示します。

［会　期］　 　

　2024 年 10 月 10 日 （木） ～ 12 月 17 日 （火）　　　　

　※休館日＝水曜日

［会　場］ 　　

　長野県立美術館 本館 2F コレクション展示室

［開館時間］ 

　9 ： 00 ～ 17 ： 00 （展示室入場は 16 ： 30 まで）

［観覧料］   

 （本館 ・ 東山魁夷館共通）

　一般 700 円、 大学生及び 75 歳以上 500 円、

　高校生以下又は 18 歳未満無料

NAMコレクション 2024 第Ⅲ期

※諸般の事情により、展覧会やイベント内容などに変更が生じる場合があります。

［関連イベント］

■ギャラリートーク

本展ゲストキュレーターの原田裕規が展示について

解説します。

日時 ： 2024 年 10 月 19 日 （土） 14 ： 00 ～ 15 ： 00　

会場 ： 長野県立美術館 本館 2F コレクション展示室

定員 ： 20 名 （先着順）

参加費無料 （要観覧券、 事前申込不要）

■ NAMコレクション 2024 第Ⅲ期

■報道関係のお問い合わせ

長野県立美術館　広報 ・ マーケティング室　　〒380-0801 長野市箱清水 1-4-4 （善光寺東隣）

TEL ： 026-232-0052　FAX ： 026-232-0050　E-mail ： nam-pr@naganobunka.or.jp
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河野通勢《長野の近郊（長野風景）》1915

【主な展示作品】
・赤羽雪邦《米国風景》1914
・河野通勢《長野の近郊（長野風景）》1915
・金山平三《結氷》1931
・松澤宥《湖に見せる根本絵画展》1967
・田村一男《暁色》1977
・石井鶴三《村山槐多デスマスク》1919　他
＜特別出品＞
・原田裕規《湖に見せる絵（海辺の僧侶）》2022　他



〔作家プロフィール〕

原田 裕規 （はらだ ・ ゆうき） ／アーティスト

1989 年山口県生まれ、 2016 年東京藝術大学大学院美術研究科修士課程

先端芸術表現専攻修了。 主な個展に 「やっぱり世の中で一ばんえらいのが

人間のようでごいす」（日本ハワイ移民資料館、2023 年）、「Unreal Ecology」（京

都芸術センター、 2022 年）、 「アペルト 14 原田裕規 Waiting for」 （金沢 21

世紀美術館、 2021 年）、 単著に 『評伝クリスチャン ・ ラッセン』 （中央公論

新社、 2023 年）、 『とるにたらない美術』 （ケンエレブックス、 2023 年）、

編著に 『ラッセンとは何だったのか？』 （フィルムアート社、 2013 年）、

受賞に TERRADA ART AWARD 2023 など。

https://www.haradayuki.com/
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もうひとつの風景を旅する

まるで夢のような風景だ──東山魁夷が描いた御射鹿池
（茅野市） を目前にしたとき、思わずそう思ったことがある。
それだけでない。 希望湖、 諏訪湖、 八島湿原、 上高地。
信州を歩いていると、 浮世離れした 「夢のような風景」 と
出くわすことは珍しくない。
御射鹿池を描いた東山の 《緑響く》 （1982） は、 一見する
と独創的なアイデアによって描かれた作品に見える。 「な
ぜ、 東山はこんなビジョンを思いついたのだろう？」──
御射鹿池を訪れる前までは、ぼくもそんな風に思っていた。
しかし実際に現地を訪れてみてわかったことは、 東山の作
品よりも先に現実の風景があり、 画家の想像力はそれに
引っ張られるかたちで （いわば影を追いかけるようにして）
生み出されたということだ。

そのような視点で長野県立美術館の作品を見つめ直すと、
じつに多くの作品が 「風景の影」 として生み出されてきた
ことがわかる。 「異形の風景」 とでもいうべき特異な作風
で知られる河野通勢は、 長野市内の裾花川沿いを多く描
いてきた。これも実際に彼が描いた川沿いを歩いてみると、
まるで爬虫類のような形をした崖、 曲がりくねった柳の木
など、 河野の画風そのままの風景が目前に現れて驚いた
ことがある。

それだけではない。 コンセプチュアリズムの作家として世
界的に知られる松澤宥は、 その作品の多くが 「言葉」 に
よるものであるため、 難解なものと思われることが多い。
しかしよく見てみると、 それらの多くが松澤の暮らした諏訪
周辺の土地に触発されたものであることがわかる。 それは
「風景表現としてのコンセプチュアル ・ アート」 とでもいうこ
とができるのだ。
信州の風景がアーティストに想像力を与えてきたということ
──こうした発想は、従来かけ離れたものとされがちな 「風
景表現とコンセプチュアル ・ アート」 という二者を結びつけ
るアイデアをもたらしてくれた。

そして最後に、 信州と風景表現をめぐる一連の旅に現代
的なリアリティをもたらす作品を紹介したい。

幕末生まれの画家、 赤羽雪邦は、 東京美術学校の 1 期
生として、 横山大観、 下村観山、 西郷孤月らと机を並べ
た仲だった。 したがって、 キャリア初期においては 「中央
画壇での成功」 に最も近い位置にいた人物だったが、 卒
業後に単身アメリカに渡ったことで、 日本からは 「忘れら
れた画家」 となってしまう。 そんな赤羽が描いた 《米国風
景》 （1914） は、 伝統的な山水画の中にネイティブ ・ アメ
リカンの姿が描かれた奇妙な作品だ。

まるでハドソン ・ リバー派 （アメリカの風景画の潮流） と山
水画が融合したかのようなこの作品を初めて見たとき、 強
い衝撃を覚えることになった。 なぜなら、 ぼくはかねてより
19 世紀に隆盛したハドソン ・ リバー派の絵画は Microsoft
や Apple などのアートワークに影響を与えたと考えており、
現代人が普段目にする 「風景画」 であるパソコンのデスク
トップアート （その一部は近年 「ドリームスケープ」 と呼ば
れている） に姿を変えて、 現代にも息づいていると考えて
いたからだ。 さらに、 こうした 「ドリームスケープ」 と美術
史上で最も近い位置にいるのが、 言葉によって 「目に見
えない風景」 を表現しようとしてきたコンセプチュアリズム
の表現、 たとえば松澤の作品であると考えてもいた。

ハドソン・リバー派、 コンセプチュアリズム、 ドリームスケー
プ──信州の風景を経由することで、 これまでバラバラに
存在していた三者が突如として結びつくような感覚を覚え
た。 もちろん、 これはアカデミックな調査に裏づけられた
考えではない。 アーティストのたわ言と思われても仕方な
いのかもしれない。
しかし、 先ほど東山や松澤らが 「現実の風景に引っ張ら
れるように」 作品をつくってきたと述べたように、 現代を生
きるアーティストであるぼくも 「現実の作品に引っ張られる
ように」 展覧会を企画してみたいと思ったのだ。 もしかす
るとその先には、 かつてのアーティストが図らずもたどり着
いた 「もうひとつの風景」 が広がっているのかもしれない
のだから。

　　　　　原田裕規 （アーティスト／本展ゲストキュレーター）



 

 

 

 

 

③河野通勢《長野の近郊（長野風景）》1915 年 

 

※画像提供をご希望の場合は、別紙「広報用画像申込書」に必要事項を

ご記入の上、メールまたは FAXにてお申込み下さい。 

④松澤宥《湖に見せる根本絵画展》1967 年 

 

②赤羽雪邦《米国風景》1914 年 

 

⑤原田裕規《湖に見せる絵（海辺の僧侶）》2022 年（特別出品） 

① 展覧会バナー 

 



 

 

長野県立美術館 行     メール： nam-pr@naganobunka.or.jp  FAX：026-232-0050 

 

 

■本展覧会の広報用画像を用意しております。ご希望の画像の左欄に○をつけていただき、必要事項

をご記入の上、メールまたは FAX にてお申込み下さい。写真はデータにてお送りします。 

 

 

〇をつけて

ください 番号  画像名  

 
① 展覧会バナー（※キャプション不要） 

 
② 赤羽雪邦《米国風景》1914 年 

 
③ 河野通勢《長野の近郊（長野風景）》1915 年 

 
④ 松澤宥《湖に見せる根本絵画展》1967 年 

 
⑤ 原田裕規《湖に見せる絵（海辺の僧侶）》2022 年（特別出品） 

 

●貴社についてお知らせください 

貴社名                      ／ 媒体名（雑誌、番組名等）                             

ご担当者名                   ／ 所属部署                            

ご住所 〒                                                          

電  話                           ／ FAX                                          

E-mail                                                                           

ご掲載・放映の予定日があればお知らせください。  月  日（   ）に発行、または放映予定        

※掲載紙・誌を１部ご恵贈いただければ幸いです。 

 

長野県立美術館 NAM コレクション 2024 第Ⅲ期 

会期：2024年 10月 10日（木）～12月 17日（火） 

 

 


